
2025.4.20.復活祭(ｲｰｽﾀｰ)礼拝（YRCC） 

 聖書箇所:マタイの福音書28章1~10節 
『恐ろしくはあったが大いに喜んで』 

【1】イエスの復活、それは『勝利』 
・安息日が終わった日の朝 

―墓に向かったマグダラのマリアともう一人のマリア 
―安息日直前に葬られたイエスの亡骸に香油を塗るため 
―課題は「大きな石で封印された墓の入り口」(ﾏﾀｲ 27:60; 66) 

  
 ・女たちが見た光景 
  ―転がされた大きな石とその上に座る御使い 
    ▶墓に納められたイエスはよみがえり、納められていた場所は空に 

―御使いを目の当たりにした番兵たちは死人のようになっていた 
 
 ・御使いが女たちに告げたこと 

「（イエスは）ここにはおられません。前から言っておられた通り、よみが
えられたのです。」 

 
【2】イエスの復活、それは『喜び』 

・イエスの死と復活「あなたがたは、恐れることはありません…前から言っておら
れたとおり、よみがえられたのです」(ﾏﾀｲ 28:5-6) 

  ―イエスを信じない者たちにとっての復活＝惑わし・恐れ 
―イエスは信じる者たちにとっての復活＝約束の成就・希望 
 

 ・御使いが女たちに告げたこと 
―イエスの予告を思い出すように (参照ﾏﾀｲ 16:21; 17:23; 20:19) 
―自分の目で、墓の中を確認するように(参照ﾏﾙｺ 15:47) 
―弟子たちにイエスの復活とガリラヤでの再会を伝えるように 

 
【3】イエスの復活、それは『信仰の根幹』 
 ・「新しい日」の始まりを告げるイエスの挨拶「おはよう」 

―イエスの足を抱いた女たち▶身体をもった復活 
―イエスを拝した女たち▶復活のイエスへの信仰 
 

▷イエスの復活、それは私たちの信仰の根幹です。私たちも復活の主に礼拝をささげまし 
ょう。「まことに主はよみがえられました！ハレルヤ！」 

 


